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ロゴマークの 
使用目的 

使用範囲 

社会福祉法人の 
使命 

タグライン 

社会福祉法人 
ロゴマーク 

ロゴマークは、社会福祉法人の使命を色や形など視覚的な要素で表現したものです。 全国の会員法人が 

数多くの場面で使用することにより、社会福祉法人の理解を促進し、信頼の獲得を図ります。 

ロゴマークを使用できる団体・者は、以下の通りです。 

・全国社会福祉法人経営者協議会、全国社会福祉法人経営青年会 

・都道府県の社会福祉法人経営者協議会、社会福祉法人経営青年会（ブロック単位で行う事業推進を含む） 

・全国社会福祉法人経営者協議会の会員法人、全国社会福祉法人経営青年会の会員 

※社会福祉法人であっても、会員法人でなければ使用することはできません。 

 

社会福祉法人が何を目的に、どのような思いで 

活動しているのかをわかりやすくまとめたものです。 

 

 

地域に生きる一人ひとりの「いのち」と「生活」を守るという社会福祉 

法人の使命を一言で表現したものです。さまざまな課題に対応し、 

地域で暮らす人々のために奔走する姿を表現しています。 

丸みのあるやさしい楕円は、社会福祉法人が目指す「多様性を受け容れる社会」や 

「一人ひとりの心の温かさ」を象徴しています。３つの重なりから浮かび上がる”人”の 

文字で、人と人とが支え合い、誰もが安心して暮らせる地域をつくり、「その人らしく生 

きる」を守り抜く、社会福祉法人の理念を表現しています。 



 

ロゴマークは必ず、「楕円のマーク」とタグライン「みんなの『生きる』 を」と「社会福祉法人」を一体で使用してください。 

[ロゴマーク] 



 

[以下のようなデザインの変更は行わないでください] 

[カラーコード] 



 

[特色1色カラーコード] 

1色とする場合は、「社福グリーン」を基本とし、モノクロの表示も可とします。 



 

[ロゴマークの保護区域] 

ロゴマークの視認性を高めるために、周囲に余白を確保してください。 

「みんなの生きるを」の文字の縦幅(a)と同じ幅をロゴマークの上下左右に余白として確保してください。 

区域内に別の文字・絵を入れる 柄のある背景に配置する 

[背景等のデザインについては、以下を参考にしてください] 



 

[既存アイテムへの展開イメージ] 

会員法人が独自につくっているロゴマークと近づけず、なるべく離して配置してください。 

ロゴマークを独自につくっている法人の場合 ロゴマークを独自につくっていない法人の場合 



 

マークの例外使用 

 

[既存アイテムへの展開イメージ] 

ロゴマークは必ず、「楕円のマーク」とタグライン「みんなの『生きる』を」と「社会福祉法人」を

一体で使用することを基本にしていますが、記章やバッチなどで使用するときは、楕円マークだけの 

使用を可とします。 



 

[タグラインのデザイン表示] 

原則として、「社会福祉法人ロゴマーク」を使用することとします。 

ただし、ロゴマークを独自につくっている法人については、「社会福祉法人ロゴマーク」ではなく、 

タグラインのみを表示する「タグラインのデザイン表示」を使用することを可とします。 



 

[タグラインのデザイン表示の保護区域] 

タグラインのデザイン表示の視認性を高めるために、タグラインのデザイン表示の周囲に余白を確保してください。 

「みんなの生きるを」の文字の縦幅(a)と同じ幅をロゴマークの上下左右に余白として確保してください。 

区域内に別の文字・絵を入れること 柄のある背景に配置すること 

[背景等のデザインについては、以下を参考にしてください] （P6参照） 



 

[既存アイテムへの展開イメージ] 

会員法人が独自につくっているロゴマークと近づけず、なるべく離して配置してください。 

 

 

ロゴマークを独自につくっている法人の場合は、ロゴマークではなく、「タグラインのデザイン表示」 

を使用することも可とします。ロゴマークを独自につくっていない法人ついては、「社会福祉法人ロゴ

マーク」を使用してください。(P6参照) 


